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※Web出願システム等を持たない大学には電子調査書請求
コードを郵送で送付，大学はそのコードを用いて電子
調査書システムからダウンロード．

電子調査書システム

高校生

高等学校

校務システム等

電子調査書

指導要録

高校教員

電子調査書データ作成

作成

学びの記録
（日々の学びの記録と振り返り）

・民間e-ポートフォリオ／
ポートフォリオ（紙媒体）／
スタディログ等

大学提出用データ
・出願先大学の選択
・出願用個人情報の登録
・成果の証明書類や資料の添付
・大学指定情報の入力

※志望理由書・成果報告書・
学びの計画書等を，日々の学びの
記録等に基づいて作成・入力

【インターネット出願】
大学提出用データコード

出願時
入力・登録

電子調査書
登録

電子調査書コード
・高校担当教員に電子調査書の
作成と登録を依頼後，
電子調査書コードのみ受取，
大学提出用データに紐付け

大学

生徒：
・大学提出用データ作成
・高校担当教員に調査書作成・登録を依頼
・電子調査書コードを大学提出用データに紐付け

高校教員：
・電子調査書データの作成・登録

大学：
・大学提出用データおよび電子調査書の
ダウンロード

ダウン
ロード

送信
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• 大学が個々に電子調査書受付システムとWeb出願システムを構築
• 受験生が大学出願用データ（PDF等）を高校に提出
• 高校から，各受験生が受験するすべての大学に出願用データと電子調査書を
各大学のシステムに入力

システム実現方法（A案）

1. 志願者本人が記載する
資料等（大学出願用
データ）を作成送付

2. 電子調査書を作成
3. 電子調査書および大学出願用
データを当該受験生が受験す
るすべての大学に送付

A大学
出願システム

A大学
電子調査書受付

システム

B大学
電子調査書受付

システム

B大学
出願システム

B大学

高校

受験生
A大学
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電子調査書システム実現方法
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• 大学が個々に電子調査書受付システムとWeb出願システムを構築
• 受験生が電子調査書を大学に提出

システム実現方法（B案）

2. 電子調査書送付
※内容の閲覧や改竄が
できないよう暗号化

1. 電子調査書を作成
4. 電子調査書暗号化解除
パスワードの送付

3. 電子調査書および大学出願用
データを当該受験生が受験する
すべての大学に送付

A大学
出願システム

A大学
電子調査書受付

システム

B大学
電子調査書受付

システム

B大学
出願システム

B大学高校

受験生

A大学
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民間事業者
クラウド

電子調査書システム実現方法

6

• 電子調査書アプリを開発，データは複数の民間事業者のクラウドで保管（データ
ストレージとしてのみの利用）．

• アプリを用いてデータを高校・受験生・クラウド・大学間でやり取り．

システム実現方法（C案）

2. 電子調査書作成
登録依頼

3. 電子調査書を作成（受験生ごとに一通）
4. 電子調査書をクラウドにアップロード
※各大学の公開鍵で暗号化

1. 大学出願用データを出願する大学ごとに作成・
クラウドにアップロード

6. 大学出願用データに電子調査書コードを紐付け
7. 当該大学を選択して出願

8. 受験生の大学出願用
データと電子調査書
データをクラウドから
アプリを用いて
ダウンロード・復号化民間事業者

クラウドアプリ

アプリ

5. 電子調査書コード・
保管先情報を通知

B大学

高校

受験生 A大学
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電子調査書システム実現方法
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• 電子調査書システムを構築．出願用データや調査書データはこれを介して
高校・受験生・大学間でやり取り．

• 電子調査書システムは，複数のデータセンタに分散化して実現

システム実現方法（D1案）

2. 電子調査書作成・登録
依頼

3. 電子調査書を作成（受験生ごとに一通）
4. 電子調査書を電子調査書システムに登録
※各大学の公開鍵で暗号化

電子調査書
システム

1. 大学出願用データを出願する
大学ごとに作成

5. 大学出願用データに電子調査書
コードを紐付け

6. 当該大学を選択して出願

7. 受験生の出願コード受取
8. 当該受験生の大学出願用
データと電子調査書データ
をダウンロード・復号化

複数のデータセンタに分散化して実現

B大学

高校

受験生 A大学
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• 電子調査書システムを構築．出願用データや調査書データはこれを介して
高校・受験生・大学間でやり取り．

• 電子調査書システムは，ブロックチェーンで実現

システム実現方法（D2案）

2. 電子調査書作成・登録
依頼

3. 電子調査書を作成（受験生ごとに一通）
4. 電子調査書を電子調査書システムに登録
※各大学の公開鍵で暗号化

電子調査書
システム

7. 受験生の出願コード受取
8. 当該受験生の大学出願用
データと電子調査書データ
をダウンロード・復号化

ブロックチェーンで実現

B大学

高校

受験生 A大学

1. 大学出願用データを出願する
大学ごとに作成

5. 大学出願用データに電子調査書
コードを紐付け

6. 当該大学を選択して出願
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電子調査書システム実現方法案のまとめ
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• 電子調査書システムを構築．出願用データや調査書データはこれを介して
高校・受験生・大学間でやり取り．

• 電子調査書システムは分散化して実現

システム実現方法（D1/D2案）

2. 電子調査書作成・登録
依頼

3. 電子調査書を作成（受験生ごとに一通）
4. 電子調査書を電子調査書システムに登録
※各大学の公開鍵で暗号化

電子調査書
システム

7. 受験生の出願コード受取
8. 当該受験生の大学出願用
データと電子調査書データ
をダウンロード・復号化

複数のデータセンタに分散化して実現
or

ブロックチェーンで実現

B大学

高校

受験生 A大学

1. 大学出願用データを出願する
大学ごとに作成

5. 大学出願用データに電子調査書
コードを紐付け

6. 当該大学を選択して出願
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電子調査書システム実現方法D1案
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• 電子調査書システムを構築．出願用データや調査書データはこれを介して高校・
受験生・大学間でやり取り．

• 電子調査書システムは，複数のデータセンタに分散化して実現
• 電子調査書は暗号化*されるため，当該大学以外は，受験生も管理運営組織も含
めて電子調査書の中身を見ることはできない．

* 大学ごとの公開鍵で高校にて暗号化，当該大学は秘密鍵で復号化（高校と大学双方に，暗号化・復号化のための
機能が必要だが，一般的な技術を利用した簡易なソフトウェアのインストール程度で実現可能）

• 暗号化された電子調査書は複製して分散格納することにより耐障害性を実現

システム実現方法（D1案）

電子調査書システム

データセンターA データセンターB
（データセンターAとは地理的に離れた場所）

データストレージ データストレージ

データセンター内分散
データ

センター間
分散

分散ストレージマネジメント

B大学
高校

受験生 A大学

データストレージ データストレージ

データセンター内分散
出願データ

暗号化

暗号化

電子調査書
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電子調査書システム実現方法D2案

12

• 電子調査書システムを構築．出願用データや調査書データはこれを介して高校・
受験生・大学間でやり取り．

• 電子調査書システムは，D1案と同様の暗号化に加え，ブロックチェーン*と分散型
ファイルストレージを利用して実現．

• ブロックチェーンの性質である改竄困難性と，分散型ファイルストレージによる
耐障害性を実現．

* コンソーシアム型ブロックチェーンにより，データ保管に関しては複数の独立した公的な組織がブロックチェーン
および分散型ファイルストレージで分散管理．

システム実現方法（D2案）

ブロックチェーン

高校

受験生
出願データ

暗号化

暗号化

電子調査書

断片化

断片化

断片化したファイルのハッシュ値
のコンテントアドレスをブロック
チェーンに記録．断片化したファ
イルはストレージに格納

受験生および高校から出願データ
と電子調査書のアドレスを受け取
り，断片化したファイルの再結合
と復号化を行う（ブラウザベース
で実現）

分散型ファイルストレージ

出願データ

電子調査書
A大学

WebTorrentなどと同様に
ブラウザベースで実現

ハッシュ値

断片化ファイル

断片化ファイル
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別資料（動画）
• 電子調査書システム（生徒編）
• 電子調査書システム（高校編）
• 電子調査書システム（大学編）
参照
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